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青
梅
市
農
業
祭
開
催

　

第
51
回
農
業
祭
が
、
11
月
３
日

と
４
日
に
、
産
業
観
光
ま
つ
り
と

併
せ
て
、
永
山
公
園
総
合
運
動
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
に
続

き
、
直
売
コ
ー
ナ
ー
で
買
い
物
を

さ
れ
た
方
に
、
農
産
物
な
ど
の
景

品
を
配
布
、
ま
た
、
恒
例
の
市
内

大根　吉野泰旦 ビオラ　丹生　守 鶏卵　川鍋芳美 長ネギ　福島正文

東
京
都
知
事
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

第５１回　青梅市農産物共進会特別賞受賞者

特　別　賞 品　目 氏名（敬称略） 地区

東京都知事賞 長 ネ ギ 福島　正文 二俣尾

東京都知事賞 鶏 卵 川鍋　芳美 小曾木

東京都知事賞 ビ オ ラ 丹生　　守 新　町

東京都知事賞 大 根 吉野　泰旦 新　町

青梅市長賞 長 ネ ギ 福島　正文 二俣尾

青梅市議会議長賞 鶏 卵 川鍋　芳美 小曾木

青梅市農業委員会長賞 ビ オ ラ 丹生　　 守 新　町

西東京農業協同組合代表理事組合長賞 大 根 吉野　泰旦 新　町

東京都農業振興事務所長賞 生 姜 武藤　英司 成　木

東京都農業会議会長賞 柿（ 東 京 紅 ） 野村　　直 長　淵

全国農業協同組合連合会東京都本部長賞 梅 干 し 原島　　馨 梅　郷

全国共済農業協同組合連合会東京都本部
長賞

茶 指田　健治 今　井

東京都農業協同組合中央会長賞 ナス（白ナス） 川口　　悠 成　木

東京都信用農業協同組合連合会長賞 キウイフルーツ 青木　　清 小曾木

東京都農業共済組合長賞 ブ ロッコリー 野村　　勝 柚木町

東京都植木農業協同組合代表理事組合長賞 姫 シ ャ ラ 榎戸　英明 新　町

三多摩造園業協同組合理事長賞 真 柏 青木　　隆 梅　郷

東京都農業改良普及事業協議会長賞 里 芋 松永　幸治 新　町

西多摩農業改良普及事業協議会長賞 ハ ヤ ト ウ リ 橋本　憲五 千ヶ瀬町

東京都椎茸生産組合連合会長賞 原 木 椎 茸 須﨑　陽二 畑　中

西多摩地方農業委員会連合会長賞 パ ン ジ ー 吉野　良久 新　町

産
農
産
物
半
額
セ
ー
ル
も
行
わ
れ
、

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
産
物
共
進
会
で
は
、
今
回
は

新
規
就
農
者
部
門
を
設
け
、
全
部

で
221
点
の
出
品
が
あ
り
、
特
に
優

秀
な
21
点
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
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11 月 27 日 11 月 23 日 11 月 23 日 11 月 11 日 11 月 11 日 11 月 11 日 11 月 10 日 実施日
各
地
区
農
業
祭
　
農
業
委
員
会
長
賞

青
梅
市
総
合
文
化
祭
菊
花
展

・
国
家
千
万
（
盆
養
厚
物
）

 

久
保
　
貞
雄

霞
地
区
農
業
祭

園
芸
教
室
女
性
部
作
品
共
進
会

・
寄
せ
植
え 

中
村
　
る
み
子

霞
地
区
農
業
祭

農
産
物
共
進
会

・
ゆ
ず 

 

鈴
木
　
酉
三

三
田
地
区
総
合
文
化
祭

農
産
物
共
進
会

・
早
生
み
か
ん 

 

小
澤
　
紀
子

梅
郷
地
区
総
合
文
化
祭

農
産
物
共
進
会

・
サ
ト
イ
モ 

鈴
木
　
信
夫

成
木
地
区
文
化
祭農

産
物
共
進
会

・
八
ツ
頭 

須
﨑
　
正
信

小
曾
木
地
区
農
業
祭農

産
物
共
進
会

・
大
根 

川
口
　
由
男

内
容
お
よ
び
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　

稲
刈
り
後
は
、
Ｊ
Ａ
西
東
京
女

性
部
の
皆
さ
ん
か
ら
出
来
た
て
の

「
お
に
ぎ
り
」
と
「
豚
汁
」
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
全
員

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

稲
は
天
日
で
十
分
干
し
た
後
、

農
業
委
員
に
よ
り
脱
穀
作
業
が
行

わ
れ
、
今
年
は
165
キ
ロ
を
収
穫 

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
お
米
は
精
米
し
た
後
、

参
加
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
農
業
体
験
会

～
稲
刈
り
～

　

10
月
13
日
に
、
６
月
に
田
植
え

を
行
っ
た
藤
橋
の
水
田
で
、
23
組

58
人
が
参
加
し
て
親
子
農
業
体
験

会
（
稲
刈
り
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
会
は
、
農
業
委
員
会
と
西

東
京
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
西
東

京
）
の
食
農
教
育
応
援
事
業
の
一

環
と
し
て
共
催
で
実
施
さ
れ
、
Ｊ

Ａ
西
東
京
の
役
員
の
方
を
は
じ
め

と
し
て
大
勢
の
職
員
の
皆
さ
ん
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
か
ら
、
鎌
の
扱
い
や

稲
の
刈
り
方
の
指
導
を
受
け
た
参

加
者
は
、
一
人
ず
つ
手
渡
さ
れ
た

鎌
で
稲
刈
り
を
開
始
し
、
刈
っ
た

稲
を
束
に
ま
と
め
て
、「
は
ざ
」

に
掛
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

夏
の
水
不
足
に
よ
り
、
稲
の
成

育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
稲
刈

り
の
子
供
た
ち
が
黄
金
色
の
波
に

埋
も
れ
る
ほ
ど
稲
穂
が
実
り
ま
し

た
。
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生
産
緑
地
を
対
象
と
す
る
都
市

農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る

法
律（
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
）

が
平
成
30
年
９
月
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

◎
生
産
緑
地
で
相
続
税
納
税
猶
予

制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
る
農

地
の
貸
借

◎
貸
借
中
に
相
続
が
発
生
し
た
場

合
に
、
そ
の
生
産
緑
地
は
相
続

税
納
税
猶
予
制
度
の
適
用
を
受

け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
生
産
緑
地
の
貸
借
中

に
所
有
者
（
貸
付
人
）
に
相
続
が

発
生
し
、
相
続
人
が
生
産
緑
地
の

返
還
を
受
け
、
買
取
申
出
を
す
る

場
合
に
は
、
所
有
者
が
「
農
業
の

主
た
る
従
事
者
」
で
あ
っ
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

主
た
る
従
事
者
と
認
め
ら
れ
る

た
め
に
は
、
借
受
人
の
年
間
従
事

日
数
の
１
割
以
上
の
日
数

を
従
事
し
て
い
た
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
生
産
緑
地

を
貸
借
す
る
前
に
十
分
に

借
受
人
と
確
認
を
し
、
認

定
申
請
書
に
従
事
す
る
内

容
を
記
載
し
、
貸
借
後
は

記
載
し
た
作
業
等
を
実
際

に
行
い
、
市
に
毎
年
報
告

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
借
受
人
も
、
基

準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ

り
耕
作
の
事
業
を
行
う
こ

と
な
ど
の
要
件
を
全
て
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

農
林
水
産
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

制
度
に
つ
い
て
の
説
明

会
も
開
催
し
ま
す
の
で
、

　

生
産
緑
地
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
制
度
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と

を
受
け
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
会
場

①
平
成
31
年
２
月
25
日
（
月
）

　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時

　
　

・
霞
共
益
会
館
３
階

②
平
成
31
年
３
月
18
日
（
月
）

　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

　
　

・
青
梅
市
役
所
２
階

内
容
（
両
日
と
も
）

「
新
た
な
生
産
緑
地
制
度
（
特
定

生
産
緑
地
）
に
つ
い
て
」

「
生
産
緑
地
の
貸
借
（
都
市
農
地

の
貸
借
の
円
滑
化
法
）に
つ
い
て
」

説
明
者

一
般
社
団
法
人　

東
京
農
業
会
議

　

事
務
局
長　

北
沢
俊
春　

氏

申
し
込
み

①
２
月
20
日
、
②
３
月
15
日
ま
で

に
都
市
計
画
課
０
４
２
８

－

22

－

１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
２
）
へ

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

生
産
緑
地
の
貸
借
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

 産緑地の貸借をする申請者（借受人）

が市長に事業計画を提出します。

▼
市長は事業計画の審査を農業委員会に依

頼し、農業委員会は要件を満たしていれ

ば、計画決定をします。

▼
農業委員会の決定を経て、市長は事業認

定を行います（ 産緑地の貸借の成立）。

市　長
①提出

④計画認定

Ｂ借受人
（申請者）

Ｂ借受人

⑤貸借

所有者Ａ

農業委員会
（審　査）

頼
依
査
審
画
計
②

定
決
画
計
③

 業計画

生産緑地

 市農地貸借円滑化法による貸借の手続き

生

産

緑

地

に

か

か

わ

る

制

度

の

説

明

会
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非
農
家
出
身
で
青
梅
市
に
転
入

し
、
就
農
し
た
方
で
す
。

◎
こ
れ
ま
で
の
経
緯

　

永
易
さ
ん
は
、
民
間
企
業
で
緑

化
や
廃
棄
物
・
資
源
の
再
生
利
用
・

有
効
利
用
な
ど
自
然
環
境
保
全
関

連
の
職
務
に
携
わ
り
、
人
が
生
き

て
い
く
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
食
料
を
確
保
す
る
の
み
な
ら

ず
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
繋
が

る
農
業
を
実
践
し
て
み
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

種
ま
き
や
草
取
り
、

収
穫
な
ど
の
軽
作
業

を
行
う
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
受
け
入
れ
農
家
を
つ
な

ぐ
「
青
梅
市
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

◎
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
農
業
に

関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の
方

◎
受
け
入
れ
農
家
…
市
内
在
住
の

農
業
者

◆
注
意
事
項

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
は
市
が
加

入
。

◎
作
業
場
所
は
市
内
農
地
。

◎
必
要
に
応
じ
て
研
修
を
実
施
。

◆
申
し
込
み　

農
林
水
産
課
（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
す
る
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
。

新
規
就
農
者
の
紹
介

永な
が
や
す易

　
征ま

さ
み
ち道

　
さ
ん

　

自
ら
探
し
た
青
梅
市
の
農
家
で

研
修
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
耕

作
地
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

平
成
29
年
に
就
農
し
ま
し
た
。

◎
営
農
状
況

　

今
井
地
区
で
69
ア
ー
ル
の
農
地

を
借
り
て
、
露
地
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

カ
ブ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
出
荷
先
は
ス
ー

パ
ー
や
加
工
会
社
で
す
。

◎
就
農
し
て
の
感
想

　

畑
で
の
作
業
の
み
な
ら
ず
営
農

す
る
こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
し
な

が
ら
も
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
力
を
お
借

り
し
て
、
円
滑
に
農
業
を
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。

◎
今
後
の
計
画

　

現
在
よ
り
も
経
営
規
模
を
拡
大

し
、
農
産
物
の
安
定
供
給
を
図
る

と
と
も
に
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
定

取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
た
め

の
年
金
で
す
。
自
分
が
積
み
立
て

た
保
険
料
と
、
そ
の
運
用
実
績
に

よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
決

ま
る
「
積
み
立
て
方
式
（
確
定
拠

出
型
）」
で
、
掛
け
金
は
必
ず
も

ら
え
ま
す
。

　

ま
た
、
公
的
年
金
で
す
の
で
保

険
料
は
、
全
額
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
保
険
料
の
運

用
益
も
非
課
税
で
あ
り
、
将
来
受

給
す
る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
毎
年
６
月
頃
に
加
入
者

に
納
付
状
況
や
運
用
収
入
の
配
分

結
果
お
よ
び
残
高
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

加
入
資
格

　

次
の
３
つ
を
満
た
す
方

　

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

　

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

農
業
者
年
金
に

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
を
開
始
し
ま
す
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た
だ
し
、
加
入
の
時
点
で
国
民

年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合

は
、
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

保
険
料

　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
円
を
基

本
と
し
、
６
万
７
千
円
ま
で
千
円

単
位
で
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
は
い
つ
で
も
増
額
・
減
額

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し

た
場
合
は
、
農
業
者
年
金
の
保
険

料
と
あ
わ
せ
て
、
国
民
年
金
の
付

加
年
金
の
加
入
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

是
非
、
加
入
の
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

10
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て

農
業
委
員
会
研
修
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
先
は
、
山
梨
県
の

「
フ
ル
ー
ツ
グ
ロ
ー
ア
ー
澤
登
」

で
す
。

　

当
日
は
、
講
師
の
澤
登
早
苗
さ

ん
か
ら
、
専
門
分
野
で
あ
る
有
機

農
業
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

農
園
は
山
梨
県
山
梨
市
の
牧
丘

地
区
に
あ
り
、
周
囲
は
山
に
囲
ま

れ
、
標
高
も
高
い
位
置
に
あ
り
、

天
気
が
良
い
日
は
富
士
山
が
見
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

訪
れ
た
時
期
に
は
、
ブ
ド
ウ
や

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
無
農
薬
で
栽

培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
下
草
が
伸

び
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
程
度
伸

び
た
と
こ
ろ
で
、
刈
り
取
っ
て
堆

肥
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ブ
ド
ウ
を
そ
の
場
で
試
食
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
周
囲
で
有
機
農
業
を
行

な
っ
て
い
る
の
は
講
師
の
農
園
の

み
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
虫
の

発
生
は
網
な
ど
で
防
ぐ
対
策
を
し

て
お
り
、
近
隣
の
農
家
と
も
共
生

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
他
、
道
の
駅
の
物
産
場
所

等
を
視
察
す
る
な
ど
、
有
意
義
な

研
修
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

農
業
委
員
会
研
修
視
察

かぶらぁ

ブドウ畑の前で講師のお話を伺う

総
会
（
中
野
区
） 

 

購 読 し て み ま せ ん か ？ 

◆全国農業新聞は農業委員会のネットワーク

が発行する週刊の農業総合専門紙です。 
◆農家のくらしと経営に役立つ情報をお届け

します！ 

【発 行】毎週金曜日 
【購読料】月額７００円 

（送料、消費税込） 

【申込み】青梅市農業委 

員会まで 



青梅市農業委員会だより平成 31年（2019 年）1月 （6）

 委 員 会 開 催 状 況
（平成３０年７月～１２月）

開　催　日 議案件数
会長専決

処理件数

第 4 回（ 7 月 25 日） 10 件 15 件

第 5 回（ 8 月 27 日）   9 件 25 件

第 6 回（ 9 月 25 日）   8 件 18 件

第 7 回（10 月 25 日） 15 件 13 件

第 8 回（11 月 22 日） 16 件 25 件

第 9 回（12 月 25 日） 21 件 19 件

（
平
成
30
年
７
月
～
12
月
）

■
農
業
委
員
会
総
会

第
４
回
７
・
25　

第
５
回
８
・
27

第
６
回
９
・
25　

第
７
回
10
・
25

第
８
回
11
・
22　

第
９
回
12
・
25

■
農
業
委
員
会
専
門
部
会
等

農
政
部
会　

 

第
１
回　

８
・
27

 
 

第
２
回　

10
・
23

農
政
部
会 

第
３
回　

11
・
22

 

第
４
回　

12
・
25

■
調
査
・
交
流
活
動
等

農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
調
査

 

８
・
29
～
８
・
31

生
産
緑
地
調
査 

10
・
10
～
11

親
子
農
業
体
験
会 

10
・
13

■
催
事
等

青
梅
市
農
業
祭　
　

11
・
３
～
４

Ｊ
Ａ
西
東
京
各
地
区
農
産
物
共
進
会

　
　

小
曾
木 

11
・
10

　
　

梅　

郷 
11
・
10
～
11

　
　

三　

田 
11
・
10
～
11

　
　

成　

木 
11
・
11

　
　
　

霞 

11
・
22
～
23

■
市
内
会
議
等

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
総
会

 

７
・
９

青
梅
市
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
、
青
梅
市
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会 

７
・
25

委
員
会
活
動
日
誌

■
西
多
摩
地
区
会
議
等

農
業
委
員
会
地
区
別
広
域
連
携
会

議　

西
多
摩
地
区
（
日
の
出
町
）

 

７
・
４

西
多
摩
地
区
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
研
修
会
（
羽

村
市
） 

８
・
７

西
多
摩
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議

会
総
会
（
青
梅
市
） 

８
・
16

西
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
研
修
会

 

10
・
３

西
多
摩
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会

先
進
地
視
察
（
長
野
県
）

 

10
・
４
～
10
・
５

■
そ
の
他
会
議
等

農
業
と
大
都
市
東
京
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
渋
谷
区
） 

７
・
２

東
京
都
都
市
農
政
推
進
協
議
会
通

常
総
会
（
渋
谷
区
） 

７
・
17

組
織
活
動
検
討
委
員
会（
渋
谷
区
）

 

７
・
17

東
京
都
農
業
会
議
臨
時
総
会
（
渋

谷
区
） 

８
・
21

農
業
委
員
会
研
修
視
察（
山
梨
県
）

 

10
・
15
～
16

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
府
中
市
） 

10
・
30

第
２
回
事
業
推
進
協
議
会
（
渋
谷

区
） 

11
・
16

農
業
委
員
会
会
長
研
究
集
会
（
大

阪
府
） 

11
・
26
～
27

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集

会
（
港
区
） 

11
・
29

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
現
地
研
究
会
（
あ
き
る
野

市
） 

12
・
19

栄 

え 

あ 

る 

受 

賞
〈
敬
称
略
〉

【
内
田
農
業
振
興
会
】

　
第
52
回
農
業
功
労
表
彰

　
緑
綬
功
労
章

 

市
川　
　

久
（
成　

木
）

　
紫
綬
功
労
章

 

松
永　

重
徳
（
新　

町
）

【
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
】

　
新
規
就
業
奨
励
事
業
奨
励
賞

 

永
易　

征
道
（
勝　

沼
）

 

清
水　

寛
久
（
今　

寺
）

 

清
水
麻
衣
子
（
今　

寺
）

 

高
瀬　
　

翼
（
今　

寺
）

 

中
村　

将
太
（
東
青
梅
）

 

安
達　

美
香
（
勝　

沼
）


